
地
方
に
旅
し
た
と
き
に
立
ち
よ
る
青
空
市
や
無
人
ス
タ
ン
ド
は
、

特
に
買
う
あ
て
な
し
に
覗
い
て
み
る
だ
け
で
も
興
味
が
つ
き
な
い
。

土
地
の
こ
と
ば
が
聞
か
れ
る
し
、
商
札
に
俚
言
や
訛
り
も
み
ら
れ
る
。

こ
と
は
方
言
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
。
共
通
語
に
つ
い
て
も
興
味
ぶ

か
い
例
に
巡
り
あ
う
こ
と
が
あ
る
。
野
菜
の
商
札
の
「
キ
ャ
別
」

「
白
才
」「
Ｐ
マ
ン
」
の
た
ぐ
い
の
文
字
遣
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
お

お
ら
か
で
楽
し
い
。
と
り
わ
け
「
Ｐ
マ
ン
」
が
い
い
。
こ
れ
ら
は
、

板
切
れ
や
ボ
ー
ル
紙
だ
か
ら
愉
快
な
の
で
あ
っ
て
、
バ
ー
コ
ー
ド
つ

き
の
包
装
に
は
似
あ
わ
な
い
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
日
本
語
の
文
字
に
混
ぜ
て
用
い
る
に
は
、
お

お
よ
そ
四
つ
の
方
法
が
あ
る
。
単
字
、
字
形
の
利
用
、
頭
文
字
、
借

音
表
記
で
あ
る
。

単
字
の
例
に
は
、
番
号
が
わ
り
の
「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
…
」、「
い
ろ

は
」
相
当
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」、「
甲
乙
丙
」
や
「
優
良
可
」
に
か
わ
っ
て

日
本
に
定
着
し
た
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
な
ど
が
あ
る
。

字
形
の
利
用
で
は
、
丁
字
路
を
模
し
た
Ｔ
字
路
が
代
表
格
で
、
本

家
を
追
い
だ
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
、
Ｙ
字
路
が
派
生
し
、
Ｗ
坂

を
使
う
地
域
も
あ
る
。
服
飾
関
係
に
は
、
Ｕ
／
Ｖ
ネ
ッ
ク
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
Ｔ
バ
ッ
ク
、
Ａ
／
Ｍ
／
Ｖ
ラ
イ
ン
な
ど
を
み
る
。
美
容
の
世
界

に
は
Ｏ
／
Ｘ
脚
が
あ
る
。
交
通
関
係
で
生
ま
れ
た
Ｕ
タ
ー
ン
は
社
会

現
象
に
広
が
り
、
Ｊ
／
Ｉ
タ
ー
ン
も
生
み
だ
し
た
。

【
エ
ッ
セ
イ
】

Ｗ

の

喜

劇

―
―
言
語
時
評
・
十
三
―
―

工

藤

力

男
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頭
文
字
の
例
は
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。
先
日
ま
い
こ
ん
だ
住
宅
販

売
の
広
告
に
、「地

盤
保
証

ワ
イ
ド

W
の
保
証
瑕
疵
保
証

」
と
あ

っ
た
。
Ｗ
（
ワ
イ
ド
）
の
例
が
多
く
は
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
だ
ろ
う

か
。
沼
野
充
義
『
Ｗ
文
学
の
世
紀
へ

境
界
を
越
え
る
日
本
語
文

学
」（
五
柳
書
院

2001
）
は
思
い
き
っ
た
標
題
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
文

学
研
究
者
の
本
だ
か
ら
お
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
く
が
、
意
外
な
感
じ

は
拭
え
な
い
。
説
明
を
よ
む
と
、
ゲ
ー
テ
に
始
ま
る
と
い
う
「
世
界

文
学
」
は
、
個
々
の
民
族
の
違
い
の
上
に
た
つ
超
民
族
的
な
文
学
の

意
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
多
種
多
様
な
民
族
文
学
を
そ
の
ま

ま
受
け
い
れ
、
読
み
、
楽
し
む
と
い
う
意
味
で
、
初
出
の
「
ワ
ー
ル

ド
・
リ
テ
ラ
チ
ュ
ア
の
世
紀
へ
」（
朝
日
新
聞
社
『
一
冊
の
本
』

1999.4

）
を
改
題
し
た
よ
し
で
あ
る
。

短
期
間
に
広
が
っ
た
頭
文
字
は
読
み
方
が
一
定
し
な
い
こ
と
も
あ

る
。
メ
デ
ィ
ア
に
頻
出
す
る
「
Ｗ
杯
」
を
人
は
ど
う
読
ん
で
い
る
だ

ろ
う
か
。
正
統
は
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
ハ
イ
」
だ
と
思
う
が
、
ど
う
に
も

落
ち
つ
か
な
い
。「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
と
よ
む
人
は
、
漢
字
「
杯
」

に
「
カ
ッ
プ
」
と
い
う
新
し
い
訓
を
付
与
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
思
い
だ
す
こ
と
が
あ
る
。
氾
濫
す
る
片
仮
名
語

が
冗
長
で
次
の
造
語
力
を
も
た
な
い
缺
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
言

語
学
者
の
橋
本
萬
太
郎
さ
ん
が
提
案
し
た
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
略
し
た
「
ハ
イ
テ
ク
」
を
「
高
技
」
と
書
き
、

漢
字
「
高
・
技
」
に
新
し
い
訓
「
ハ
イ
・
テ
ク
」
を
与
え
る
と
い
う

方
式
で
、
そ
れ
に
「
昭
訓
」（
↑
昭
和
の
訓
）
と
名
づ
け
た
。

パ
ソ
コ
ン

し
ょ
う
エ
ネ

ス
パ
マ
ケ

「
個
算
」「
省
熱
」「
超
市
」
な
ど
も
あ
る
（
橋
本
萬
太
郎
・
鈴
木
孝

夫
・
山
田
尚
勇
編
『
漢
字
民
族
の
決
断
―
―
漢
字
の
未
来
に
向
け
て
』
大
修

館
書
店

1987

）。
こ
の
方
式
で
は
、
訓
よ
み
か
音
よ
み
か
で
迷
う

「
牧
場
」
な
ど
の
ほ
か
に
、
新
種
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
新
顔
」
は
「
し
ん
が
お
」
か
「
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
」
か
と
い
う
ふ

う
に
。
世
界
的
に
著
名
な
学
者
の
奇
抜
な
方
法
は
広
ま
ら
な
か
っ
た
。

借
音
表
記
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
Ｙ
シ
ャ
ツ
、

Ｂ
玉
、
冒
頭
に
ひ
い
た
Ｐ
マ
ン
、
そ
れ
に
学
園
紛
争
華
や
か
な
り
し

こ
ろ
見
ら
れ
た
「
Ｋ
官
」「
Ｋ
察
」
く
ら
い
か
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら

は
全
て
俗
あ
る
い
は
私
の
世
界
の
表
記
で
、
公
に
は
用
い
に
く
い
。

だ
が
、
そ
う
も
い
え
な
い
事
態
が
進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
春
、
ユ
ー
セ
ン
と
い
う
会
社
名
が
し
き
り
に
報
ぜ
ら
れ
、
新
聞
に

は
「
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
と
あ
っ
た
。
有
線
放
送
の
会
社
で
、
Ｕ
は
借
音
の

よ
う
だ
が
、
正
式
な
社
名
は
知
ら
な
い
。

も
う
記
憶
し
て
い
る
人
は
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
四
半
世

紀
前
、
昭
和
軽
薄
体
と
称
す
る
文
体
が
出
現
し
た
。
こ
れ
は
「
文
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体
」
よ
り
「
表
記
体
」
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
が
、
提
唱
者
、
嵐

山
光
三
郎
さ
ん
の
「
昭
和
軽
薄
体
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
文
体
」（
朝
日
新
聞
夕
刊

1982.9.16
）
か
ら
実
例
を
ひ
く
と
、「
１０
傷
の
お
Ｇ
さ
ん
が
Ｑ
Ｑ
車

で
」「
Ｂ
ル
が
お
い
Ｃ
と
田
中
角
Ａ
氏
」「
人
口
Ａ
星
の
Ａ
画
を
東
Ａ

Ｋ
で
上
Ａ
す
る
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
借
音
表
記
で
あ
る
。
中
日
新

聞
の
求
め
に
応
じ
て
、
わ
た
し
は
そ
れ
に
つ
い
て
感
想
を
書
い
た
こ

と
が
あ
る
（1983.3.22

夕
刊
）。

嵐
山
さ
ん
は
、
新
宿
に
「
１９
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
ジ
ュ
ー
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
）」

が
あ
り
、
六
本
木
に
「
３４
（
三
銃
士
）」
と
い
う
店
が
で
き
た
と
い
う
。

喫
茶
店
な
ど
の
こ
ん
な
奇
抜
な
名
前
は
今
も
目
に
す
る
。
こ
れ
ら
は
、

歴
史
事
項
の
年
紀
、
平
方
根
、
電
話
番
号
な
ど
を
覚
え
る
た
め
の
語

呂
合
わ
せ
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
十
字
程
度
な
ら
我
慢
し
て
よ
ん
で

み
る
気
に
も
な
ろ
う
が
、
こ
れ
で
数
千
字
の
小
説
で
も
書
か
れ
た
ら
、

と
ん
だ
迷
惑
で
あ
る
。
自
ら
「
軽
薄
」
を
演
ず
る
遊
び
だ
が
、
不
思

議
な
情
熱
と
称
す
る
ほ
か
な
い
。
こ
れ
ら
が
ほ
ど
な
く
き
え
て
し
ま

っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

こ
れ
に
追
従
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
国
鉄
民
営
化
の
際
、
首
都
圏

の
路
線
の
通
称
「
国
電
」
の
新
し
い
通
称
を
公
募
し
た
。
そ
れ
に
応

じ
た
二
万
通
の
中
か
ら
、
名
称
選
考
委
員
会
は
第
二
十
位
の
「
Ｅ

電
」
に
決
め
た
。
新
聞
報
道
で
は
全
員
一
致
だ
っ
た
と
い
う
。
毎
日

新
聞
夕
刊
（1987.5.14

）
に
の
っ
た
有
名
人
五
人
の
感
想
は
、
賛
成

が
一
人
、
消
極
的
な
反
対
が
一
人
、
積
極
的
な
反
対
が
三
人
で
あ
る
。

帰
宅
途
中
の
男
性
公
務
員
も
積
極
的
な
反
対
で
あ
っ
た
。
つ
ご
う
、

賛
成
者
が
一
人
だ
け
と
い
う
の
は
、
当
紙
の
見
解
が
反
対
だ
か
ら
で

あ
ろ
う
。
現
に
、
反
対
意
見
の
反
映
し
た
コ
ラ
ム
「
余
録
」（5.16

）

「
近
事
片
々
」（5.14

）、
漫
画
「
ま
っ
ぴ
ら
君
」（5.14

）「
ア
サ
ッ
テ

君
」（5.16

）
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
毎
日
新
聞
の
日
本
語
感

覚
は
ま
だ
健
康
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
夕
刊
は
、
朝
日
・
讀
賣
の
両
紙

も
否
定
的
な
態
度
で
紙
面
を
作
っ
て
い
る
。
朝
日
は
、「
上
か
ら
じ

ゃ
定
着
し
な
い
」
の
見
出
し
で
「
元
祖
嵐
山
光
三
郎
さ
ん
」
の
談
話

を
の
せ
、「
私
自
身
も
Ｅ
電
は
使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
」
と
結
ん

で
い
る
。「
Ｅ
電
」
は
、
元
祖
さ
え
厭
う
軽
薄
な
名
づ
け
だ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
地
方
に
住
ん
で
い
た
わ
た
し
に
は
実
態
の
捉
え
よ
う
が

な
か
っ
た
が
、
そ
の
成
り
行
き
に
は
関
心
が
あ
っ
た
。
十
三
年
前
に

首
都
圏
の
住
民
に
な
り
、
何
回
か
こ
の
線
を
利
用
し
て
い
る
の
だ
が
、

「
Ｅ
電
」
の
文
字
に
も
「
イ
ー
デ
ン
」
の
音
声
に
も
遭
遇
し
た
こ
と

が
な
い
。
わ
た
し
は
恥
ず
か
し
く
て
と
て
も
口
に
で
き
な
い
言
葉
で

あ
る
が
。
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二
年
前
の
六
月
廿
八
日
、
夜
七
時
、
総
合
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
。

初
め
に
数
秒
間
み
せ
た
主
な
項
目
の
中
に
、
大
リ
ー
グ
の
サ
ブ
ウ
ェ

イ
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
画
面
の
中
央
に
松
井
秀
喜

選
手
と
松
井
稼
頭
央
選
手
が
大
写
し
さ
れ
、
そ
の
左
側
に
縦
書
き
の

「
Ｗ
松
井
」
が
み
え
た
。
右
側
に
は
「
Ｗ
対
決
」
と
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。「
Ｗ
松
井
」
は
何
を
意
味
し
、
何
と
読
ま
せ
よ
う
と
し
た
の

だ
ろ
う
。

昨
年
の
大
リ
ー
グ
の
報
道
で
、
夕
刊
讀
賣
新
聞
に
「
Ｗ
ソ
ッ
ク
ス

連
勝
」「
Ｗ
シ
リ
ー
ズ
」（10.24

）
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
の
っ
た
。

こ
ち
ら
の
Ｗ
が“W

H
IT

E
”

と“W
O

R
LD

”
の
頭
文
字
で
あ
る
こ

と
は
、
大
リ
ー
グ
通
な
ら
ぬ
わ
た
し
に
も
判
断
で
き
た
し
、「
Ｗ
ソ

ッ
ク
ス
」
は
他
の
新
聞
に
も
み
る
こ
と
が
あ
る
。
か
か
る
頭
文
字
の

濫
用
は
苦
々
し
い
。
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
実
態
に
は
、
こ
の
時

評
の
三
回
め
で
言
及
し
た
。

以
来
、
気
を
つ
け
て
見
て
い
る
う
ち
に
、
Ｗ
の
実
例
に
い
く
た
び

か
遭
遇
し
た
。
一
昨
年
冬
、
集
英
社
文
庫
の
新
刊
、
熊
谷
達
也
『
山

背
郷
』
の
広
告
が
讀
賣
・
毎
日
の
両
新
聞
朝
刊
（2004.12.16

）
に
の

り
、
讀
賣
に
は
「
直
木
賞
・
山
本
周
五
郎
賞
ダ
ブ
ル
受
賞
作
『
邂
逅

の
森
』
の
原
点
！
」、
毎
日
に
は
「
直
木
賞
・
山
本
周
五
郎
賞
Ｗ
受

賞
作
」
と
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
前
者
の
そ
の
行
の
下
に
は
余
白
が

あ
り
、
後
者
に
は
余
白
が
な
か
っ
た
。

昨
秋
、
恩
田
陸
『
ネ
グ
ロ
ポ
リ
ス
』
の
広
告
が
朝
日
新
聞
朝
刊

（2005.10.16

）
に
の
り
、「『
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』
で
、
本
屋
大
賞
と

／
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
を
Ｗ
受
賞
！
」
と
あ
っ
た
（
斜
線
は
改
行

箇
所
。
以
下
同
じ
）。
こ
れ
に
も
行
の
下
に
余
白
が
な
い
。
紙
幅
に
よ

っ
て
「
ダ
ブ
ル
」
に
な
っ
た
り
「
Ｗ
」
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
集
英
社
文
庫
本
の
帯
に
は
「
ダ
ブ
ル
受
賞
」
と
あ
る
。

昨
年
二
月
、
韓
国
映
画
『
大
統
領
の
理
髪
師
』
の
広
告
が
夕
刊
讀

賣
新
聞
（2005.2.4

）
に
の
っ
た
。
主
演
女
優
の
写
真
の
一
部
を
丸
い

白
抜
き
に
し
て
「第

１７
回
／
東
京
国
際
映
画
祭
／
最
優
秀
監
督
賞
＆

観
客
賞
／
Ｗ
受
賞
！

」
と
あ
っ
た
。Ｗ

受
賞
！

は
他
の
二
倍
以
上
の

大
き
さ
で
あ
る
。

こ
の
春
は
書
籍
自
体
に
も
見
た
し
、
話
し
こ
と
ば
の
そ
れ
に
も
出

あ
っ
た
。
角
川
書
店
の
恩
田
陸
『
ユ
ー
ジ
ニ
ア
』
の
帯
に
「祝

Ｗ
ダ

ブ
ル
受
賞

」
と
振
仮
名
付
き
で
印
刷
し
で
あ
る
。「
祝
」
は
円
で
囲

ま
れ
た
白
抜
き
文
字
で
あ
る
。
書
籍
以
外
の
例
で
は
、
今
春
、
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
が
店
舗
の
外
に
掲
げ
た
大
広
告
の
「N

E
W

!
W
ベ
リ

ー

パ
フ
ェ

」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
再
現
し
よ
う
が
な
い
が
、
Ｗ
の
上
に

「
ダ
ブ
ル
」
が
重
ね
刷
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
誤
用
の

普
及
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、「
ラ
ジ
オ
朝
一
番
」
の
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「
ビ
ジ
ネ
ス
展
望
」
で
、
か
ね
て
敬
服
し
て
い
た
経
済
評
論
家
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
こ
と
を
、
二
回
「
ダ
ブ
ル
ハ
イ
」
と
言
っ
た

（5.23

）。
朝
日
新
聞
朝
刊
（2006.4.23

）
の
別
刷“be

on
sunday”

は
、

「
技
あ
り
」
と
題
す
る
記
事
に
、
三
菱
電
機
が
開
発
し
た
、
足
元
の

温
度
も
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー
つ
き
の
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
紹

介
し
た
。
そ
の
商
品
の
写
真
に
は
「
ダ
ブ
ル
で
見
は
る
／
Ｗ
ム
ー
ブ

ア
イ
」
と
あ
る
。
三
井
住
友
銀
行
の
広
告
に
は
「
Ｗ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」、
小
田
急
の
電
車
に
は
「６

月
だ
け
！
入
会
す
る
と
Ｗ
特
典

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

」
の
広
告
が
あ
り
…
…
、
も
う
や
め
よ
う
、
き
り
が

な
い
。

こ
れ
ら
の
広
告
、
商
品
名
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
出
現

し
た
「
Ｗ
」
は
ダ
ブ
ル
を
意
味
す
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。
酒
場
の
品
書
き
に
「
ハ
イ
ボ
ー
ル
Ｗ
」
を
み
る

（
マ
マ
）

こ
と
も
あ
っ
た
し
、
洋
服
の
生
地
に
「
Ｗ

巾
」
も
あ
っ
た
。
そ
れ

が
、
今
、
大
新
聞
、
大
放
送
の
報
道
に
広
告
に
み
え
る
し
、
文
筆
を

な
り
わ
い
と
す
る
人
も
こ
れ
を
使
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
の
生
活
で
Ｗ
の
文
字
が
最
も
頻
繁
に
出
現
す
る
の
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
の“w

w
w

.”

で

あ
ろ
う
。
三
つ
重
な
っ
た
Ｗ
を
人
々
は
ど
う
読
ん
で
い
る
か
と
気
に

か
け
て
い
て
、
耳
に
と
ま
っ
た
幾
つ
か
を
紹
介
し
よ
う
。

二
月
十
九
日
の
「
地
球
ラ
ジ
オ
」
の
放
送
で
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
二

人
の
読
み
方
は
、
い
ず
れ
も
「
ダ
ブ
リ
ュ
、
ダ
ブ
リ
ュ
、
ダ
ブ
リ

ュ
ー
」、
初
め
の
二
つ
を
短
呼
し
、
三
つ
め
だ
け
を
長
め
に
読
ん
だ
。

多
く
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
読
み
方
も
こ
う
で
あ
る
。
Ｗ
の
日
本
語
と

し
て
の
標
準
的
な
読
み
方
が
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
日
本
人
は
特
に
「
Ｗ
Ｃ
」
を
口
に
す
る
と
き
、

Ｗ
を
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
た
い
て

い
短
呼
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ｗ
を
三
つ
と
も
丁
寧
に
長
呼
す

る
と
、
い
か
に
も
間
延
び
し
て
き
こ
え
る
。
五
月
四
日
夕
方
、
Ｆ
Ｍ

放
送
「
今
日
は
一
日
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
三
昧
」
で
、
松
田
輝
雄
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
は
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
ド
ッ
ト
」
と
一
つ
落
と

し
た
。
そ
の
気
持
ち
、
わ
か
る
。「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
」
が
本
来
の
読
み

方
で
あ
る
と
知
っ
て
短
呼
す
る
の
は
自
然
な
発
音
だ
と
い
え
よ
う
。

わ
た
し
自
身
は
意
識
し
て
三
つ
と
も
長
呼
す
る
が
。

昨
年
十
二
月
八
日
、「
ラ
ジ
オ
朝
一
番
」
の
七
時
少
し
前
、
女
性

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
発
音
を
、
わ
た
し
の
耳
は
「
ダ
ブ
ル
、
ダ
ブ
ル
、

ダ
ブ
ル
」
と
聞
き
と
っ
た
。
今
年
の
二
月
十
四
日
と
四
月
廿
一
日
の

夕
方
、
四
月
廿
四
日
の
朝
、
Ｆ
Ｍ
放
送
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
」

67



の
進
行
役
の
発
音
も
同
様
に
聞
こ
え
た
。
こ
の
二
人
に
よ
る
四
つ
の

事
例
が
確
か
に
「
ダ
ブ
ル
」
だ
と
し
て
も
、
驚
く
に
は
あ
た
る
ま
い
。

既
に
日
本
放
送
協
会
は
、
看
板
の
ニ
ュ
ー
ス
の
標
題
に
ダ
ブ
ル
の
代

り
に
Ｗ
を
用
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。
ち
な
み
に
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ

モ
リ
ー
」
の
今
陽
子
さ
ん
、「
気
ま
ま
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
鈴
木
大

介
さ
ん
は
、
三
つ
と
も
明
瞭
に
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
」
と
長
呼
す
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
英
語
圏
で
は
Ｗ
を“double”

の
意
味
で
用
い

て
﹇d�bl

﹈
と
読
む
こ
と
が
あ
る
の
に
、
無
智
な
自
分
が
知
ら
な
い

だ
け
で
は
な
い
か
。
英
語
圏
で
の
生
活
経
験
が
な
い
わ
た
し
は
自
信

が
な
い
。
数
点
の
英
語
の
辞
書
を
繰
っ
て
み
た
が
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
過
ぐ
る
一
年
間
た
ま
た
ま
米
国
西
海
岸
で
生
活
し

た
愚
息
に
尋
ね
て
み
た
。
彼
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
用
例
に
は
接
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
そ
う
い
う
と
き
は
「
Ｄ
」
を
使
う
よ
う
だ
、

と
の
返
信
が
あ
っ
た
。

嵐
山
流
は
姿
を
か
え
て
復
活
し
た
。
全
国
書
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「e

―hon

」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
を
組
織
の
名
に
用
い

た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
座
席
予
約
を
「
ｅ
席
リ

ザ
ー
ブ
」
と
称
す
る
映
画
館
も
あ
り
、「
ｅ
」
は“electronics”

の

頭
文
字
と
日
本
語
「
い
い
」
を
掛
け
た
の
だ
ろ
う
。
類
例
は
「
ｅ
コ

レ
ク
ト
」「
ｅ
コ
マ
ー
ス
」「
ｅ
ト
レ
ー
ド
」
な
ど
と
多
い
。
バ
ー
ゲ

ン
セ
ー
ル
の
商
札
の
「e

―price

」
はeconom

y

の
つ
も
り
だ
ろ
う

か
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
商
品
と
そ
の
周
辺
の
遊
び
に
過
ぎ
な
い
。

遊
び
は
真
剣
な
世
界
に
も
広
が
る
。
朝
日
新
聞
朝
刊
の
別
刷

“be
on

sunday”

（2005.2.5

）
で
見
た
、
炭
焼
き
体
験
の
記
事
の
見

出
し
の
「き

も
ち
ｅ

」
は
、
中
学
生
の
ケ
ー
タ
イ
の
画
面
さ
な
が
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
輪
を
か
け
た
の
が
岐
阜
市
の
『
広
報
ぎ
ふ
』

（2006.3.15

）
の
表
現
で
あ
る
。
そ
の
第
一
面
、
男
女
共
同
参
画
室
が

（
い
ー
）

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
記
事
の
見
出
し
は
「
男
女
の
ｅ
ー

未
来
を
ス
ケ
ッ
チ
！
」。
こ
れ
で
何
か
し
ゃ
れ
た
つ
も
り
な
の
だ
ろ

う
。韓

国
映
画
の
広
告
に
あ
っ
た
「
＆
」、
そ
れ
に
「in

」「vs

」
は
も

う
珍
し
く
も
な
い
が
、
な
ん
の
た
め
に
こ
れ
ら
を
用
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
夏
、
日
本
放
送
協
会
の
テ
レ
ビ
番
組
「吉

田
拓
郎
＆
か
ぐ

や
姫

in
つ
ま
恋
２００６

」
も
あ
っ
た
。
卒
業
論
文
の
日
本
語
の
中
で

“vs”

を
使
っ
た
学
生
に
、
口
述
試
問
の
さ
い
に
読
み
方
を
尋
ね
て
、

知
ら
な
い
と
返
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
衆
議
院
議
員
の
千
葉
県
第
七

選
挙
区
の
補
缺
選
挙
に
関
し
て
、
朝
日
新
聞
朝
刊
（2005.4.16

）
は
、

第
一
面
に
「
小
泉
vs.
小
沢
初
の
舌
戦
」
の
見
出
し
を
つ
け
た
、
律
義

に
ピ
リ
オ
ド
ま
で
つ
け
て
。
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英
語
学
習
の
入
門
期
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
指
導
場
面
を
想
像
し

て
み
よ
う
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
続
く
そ
れ
ら
は
み
な
一
口
で
発
音
さ
れ

る
。
一
音
節
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
Ｕ
、
Ｖ
に
続
く
Ｗ
に
至
っ

て
、
そ
れ
が
一
口
で
は
発
音
で
き
な
い
こ
と
に
子
供
た
ち
は
気
づ
く

は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
師
は
そ
れ
が
ダ
ブ
ル
ユ
ー
（double
U

）

で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
。
教
室
に
そ
の
よ
う
な
光
景
が
実
現
し
て
当

然
で
あ
る
。
そ
れ
を
指
導
し
な
い
教
師
は
怠
慢
と
批
判
さ
れ
て
も
や

む
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
譬
え
て
い
う
と
、
い
ろ
は
歌
を
教
わ
る
子
供

た
ち
が
、
イ
、
ロ
、
ハ
と
読
ん
で
き
て
、
ユ
、
メ
、
ミ
ン
と
な
っ
た

ら
、「
あ
れ
っ
」
と
思
う
に
違
い
な
い
の
だ
か
ら
。

Ｗ
を“double”

の
略
語
と
思
い
こ
ん
で
い
る
日
本
人
の
多
い
こ

と
は
、
入
門
期
の
英
語
教
育
の
性
急
さ
を
語
る
の
で
は
な
い
か
。
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
学
習
し
て
い
た
ら
起
こ
り
え
な
い
こ
と

で
あ
る
。
日
本
の
全
て
の
小
学
生
に
英
語
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
実
現

し
た
ら
、
い
よ
い
よ
性
急
に
し
て
浅
薄
な
英
語
教
育
が
広
が
り
は
し

な
い
か
と
、
わ
た
し
は
案
じ
て
い
る
。

京
都
大
学
文
学
部
の
同
窓
会
誌
『
以
文
』
の
四
十
八
号
（2005

）

に
、
内
山
勝
利
名
誉
教
授
の
「
六
〇
の
手
習
い
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

が
の
っ
て
い
る
。
還
暦
す
ぎ
て
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
始
め
た
内
山
さ

ん
は
近
く
の
古
道
具
屋
で
偶
目
し
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
購
入
し
た
。
そ

の
胴
の
内
側
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
に
よ
る
と
、
な
ん
と
千
七
百
十
九

年
製
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
、
銘
は“ST

R
A

D
IU

A
R

IU
S”

と

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
前
の
持
ち
主
は
「
ヴ
ァ
」
が
VA
で
は
な
く
、

UA
と
な
っ
て
い
る
の
を
「
誤
り
と
思
っ
て
気
に
な
っ
た
の
か
、
Ｕ
の

字
を
キ
リ
の
先
か
何
か
で
引
掻
い
て
、
消
え
が
て
に
ご
ま
か
し
て
あ

っ
た
」。

ラ
テ
ン
語
（
ロ
ー
マ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
に
は
Ｕ
と
Ｖ
の
区
別

が
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
分
離
す
る
の
は
十
八
世
紀
後
半
で
あ
る
こ
と

こ
そ
知
ら
ね
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
の
Ｗ
が“double

v�”

と
よ
ば
れ
る
こ
と
は
、
初
級
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
室
で
最
初
に
教
わ
る
。

内
山
さ
ん
に
よ
る
と
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
が
ラ
ベ
ル
に
VA
の

綴
り
を
用
い
た
の
は
、
九
十
歳
を
す
ぎ
た
最
晩
年
の
わ
ず
か
な
期
間

だ
け
で
あ
っ
て
、
名
人
の
腕
が
最
も
冴
え
た
千
七
百
十
年
代
後
半
か

ら
二
十
年
代
は
専
ら
UA
綴
り
で
あ
る
こ
と
が
、
た
い
て
い
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
書
に
出
て
い
る
と
い
う
。

本
稿
を
ま
と
め
て
い
る
段
階
で
接
し
た
三
つ
を
加
え
て
お
こ
う
。

朝
日
新
聞
の
東
京
本
社
版
朝
刊
（8.28

）
第
二
面
に
、「
北
極
異

変
」
と
題
し
て
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
の
環
境
変
化
を
報
ず
る
大
き
な
記
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事
が
の
っ
た
。
見
出
し
「
辺
境
Ｗ
の
脅
威
」
の
Ｗ
は“w

orld”

の
意

味
か
と
思
っ
て
読
む
と
、「
温
暖
化

カ
リ
ブ
ー
は
減
り
続
け
る
」

「
油
田
計
画

く
す
ぶ
っ
て
四
半
世
紀
」
の
副
見
出
し
も
あ
っ
た
。

こ
の
Ｗ
は
「
二
つ
」
の
意
味
ら
し
い
。

讀
賣
新
聞
の
中
部
支
社
版
（9.6

）
第
十
七
面
「大

相
撲
第
五
回

２００６
年

」
の
記
事
中
、
大
見
出
し
「
Ｗ
昇
進
へ
再
挑
戦
」
が
わ
た

し
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
二
枚
の
写
真
と
副
見
出
し
「
白
鵬
と

雅
山

重
圧
と
の
闘
い
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
Ｗ
が
「
二
力
士
」
の
意

で
あ
る
こ
と
が
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
。
東
京
本
社
広
告
局
の
制
作
し

た
全
面
広
告
で
あ
る
。

東
北
本
線
福
島
駅
で
み
た
掲
示
（9.25

）「２
枚
つ
づ
り
の
回
数
券

／
Ｗ
き
っ
ぷ

」
の
Ｗ
に
、「
ダ
ブ
ル
」
が
重
ね
刷
り
し
て
あ
っ
た
。

こ
の
実
態
を
記
述
し
た
辞
書
は
意
外
に
少
な
く
、
管
見
で
は
『
学

研
国
語
大
辞
典
』（1978

）、『
新
潮
現
代
国
語
辞
典
』（1985
）
の
二

点
の
み
。
前
者
は
「
ダ
ブ
リ
ュ
ー
」
の
項
に
、「
④
〔
俗
〕
ダ
ブ
ル

を
表
す
記
号
」
と
し
て
実
例
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
今
、

誤
用
に
発
す
る
俗
語
が
か
く
も
堂
々
と
幅
を
利
か
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。

（
二
千
六
年
秋
）
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龍
門
石
窟
古
陽
洞
の
開
鑿
年
代
（
上
）
正
誤
表
（
改
訂
）

「
成
城
文
藝
」
一
九
五
号
掲
載

誤

正

２
頁
上
段
２
行

西
戒
の
地

西
戎
の
地

〃

〃

１９
行

龍
門
石
窟
前
所
長

龍
門
石
窟
研
究
所
前
所
長

〃

〃

〃

劉
景
龍
氏
訪
問

劉
景
龍
氏
の
訪
問

３
頁
上
段
５
行

六
朝
的
表
現

〈
漢
風
〉
的
表
現

４
頁
上
段
１１
行

こ
う
呼
と
も

こ
う
呼
ん
だ
と
も

４
頁
下
段
５
行

「
太
和
七
年
龕
造

「
太
和
七
年
龕
造
佛
記
」

佛
記
」
に
も

②
に
も

６
頁
上
段
１
行

唯
那

維
那

６
頁
上
段
７
行

分
れ
い
る

分
れ
て
い
る

８
頁
下
段
１０
行

塚
本
靖
に
よ
っ
て

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）
に
塚
本
靖
に
よ
っ
て

９
頁
下
段
３
行

が
大
部
分
を
占
め

で
占
め

１０
頁
下
段
４
行

六
朝
の
伝
統

西
晋
以
来
の
伝
統

１１
頁
下
段
７
行

六
朝
時
代
の

西
晋
を
継
承
す
る
東
晋
以
後

の
六
朝
時
代
の

１１
頁
下
段
１０
行

六
朝
文
化

漢
人
文
化

１１
頁
下
段
１３
行

晋
代
以
来
の

洛
陽
に
お
け
る
西
晋
以
来
の

１２
頁
下
段
１
行

捧
げ
た
と
思
う

捧
げ
た
い
と
思
う

１４
頁
下
段
１８
行

孝
文
帝
崩
御
後
に

北
魏
の
孝
文
帝
崩
御
後
に

１５
頁
挿
図
８

東
山
よ
り
下
流
の

東
山
よ
り
上
流
の

〃

下
段
９
行

瓦
葺
の
南
葺

瓦
葺
の

〃

下
段
１６
行

差
支
え
で
あ
ろ
う

差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う

１５
頁
下
段
１９
行

南
朝
斉
の
南
洛
郡
治

南
朝
斉
の
南
陽
郡
治

も
こ
ろ

も
こ
し

１７
頁
下
段
１４
行

裳
階

裳
階

１９
頁
上
段
１４
行

�
瓶

宝
瓶

〃

〃

１７
行

〃

〃

〃

下
段
２
行

で
で
る
が

で
あ
る
が

２１
頁
上
段
３
行

ア
ッ
ト
リ
ビ
ー
ト

ア
ッ
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

２１
頁
上
段
６
行

六
朝
的
表
現

〈
漢
風
〉
的
表
現

２３
頁
上
段
６
行

六
朝
藝
術
な
ら
で
は
の

�
漢
風
�
な
ら
で
は
の

２３
頁
下
段
３
行

太
和
七
年
（
四
八
三
）

（
四
八
六
）

２５
頁
上
段
１４
行

交
脚
像
で
あ
る
。

交
脚
像
で
あ
り
、

２６
頁
上
段
１６
行

説
説
印

説
法
印

２９
頁
下
段
４
行

強
勒

強
靱

３２
頁
下
段
１７
行

『
新
旧
約
聖
書
』

『
旧
約
聖
書
』

３４
頁
上
段
１１
行

雲
岡
窟

雲
岡
石
窟

３６
頁
上
段
７
行

バ
ク
ダ
ッ
ト

バ
グ
ダ
ッ
ト
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３６
頁
下
段
１６
行

弘
文
帝

孝
文
帝

ひ
も
ん

ひ
き
ん

３７
頁
下
段
５
行

�
巾

�
巾

３８
頁
下
段
１７
行

第
二
八
五
窟
の

第
二
八
五
窟
窟
頂
の

３８
頁
上
段
挿
図
�
天
地
が
逆

３９
頁
上
段
５
行

麻
尼

摩
尼

〃

〃

２
行

密
賓
陽
中
洞

賓
陽
中
洞

〃

下
段
７
行

華
著
で
あ
り

華
奢
で
あ
り

〃

下
段
１６
行

キ
ー
ジ
ル

キ
ジ
ー
ル

４１
頁
下
段
２
行

（
田
稱
）

（
旧
稱
）

〃

下
段
２
行

E
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

É

・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

〃

挿
図
�

E
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

É
・

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

龍
門
石
窟
古
陽
洞
の
開
鑿
年
代
（
下
）
正
誤
表

「
成
城
文
藝
」
一
九
六
号
掲
載

誤

正

３
頁
上
段
９
行

白
居
易
伝
よ
れ
ば

白
居
易
伝
に
よ
れ
ば

８
頁
上
段
１４
行

景
明
二
年
造
像
銘

景
明
三
年
造
像
銘

９
頁
上
段
８
行

高
七
八
十
五
尺

高
さ
八
十
五
尺

９
頁
上
段
１２
行

龍
門
訪
問
よ
り
三
年
後
の

龍
門
訪
問
よ
り
二
年
後
の

９
頁
下
段
１６
行

嘉
靖
元
年
（
一
五
二
一
）

嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）

１１
頁
下
段
２
行

平
子
鐸
嶺
つ
い
て

平
子
鐸
嶺
に
つ
い
て

１１
頁
下
段
１０
行

（
横
幅
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
（
横
幅
一
六
・
五
セ
ン
チ
、

縦
二
〇
・
五
）

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
）

１４
頁
上
段
５
行

太
和
十
七
年
（
六
九
三
）

太
和
十
七
年
（
四
九
三
）

２０
頁
下
段
１
行

《
龍
門
碑
銘
三
七
三
、Estan-

《
龍
門
碑
銘
第
三
七
三
》（
第
五

２
行

paze328
(Fig.540

et1506)

三
九
図
、
第
一
五
九
七
図
）

２０
頁
下
段
６
行

托
弧
内
に

括
弧
内
に

２０
頁
下
段
１１
行

（
第
五
四
図
、
六
〇
五
図
）
（
第
五
四
図
、
第
一
六
〇
五

図
）

２８
頁
上
段
２２
行

審
陽
洞

賓
陽
洞
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